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連隊行事予定 

  

【１０月】 
 ・戦闘射撃競技会 
【１１月】 
 ・秋季演習場定期整備 
 ・千歳市防災訓練 
 ・連隊銃剣道競技会 
【１２月】 
 ・機甲太鼓中央音楽祭り出演 

 ・年末行事 
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第１０８号（令和元年１０月） 東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 （１） 
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令
和
元
年
八
月
一
日
（
木
）
第
三
十
三
代
連
隊
長
、
小
出
昌
典
一
等
陸
佐
が
着
任
し
た
。 

 

着
任
す
る
に
あ
た
り
、
小
出
連
隊
長
は
「
任
務
の
完
遂
」
を
統
率
方
針
と
し
、
次
の
二
点
を
要
望
し
た
。 

 

「
連
携
協
力
」
強
靭
な
連
隊
と
し
て
、
今
後
予
想
さ
れ
る
多
様
な
任
務
を
完
遂
す
る
為
に
は
、
隊
員
一

人
一
人
が
積
極
的
か
つ
前
向
き
に
任
務
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
相
互
に
連
携
協
力
し
合
い
、
連
隊
の
全

隊
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
各
々
の
持
て
る
力
を
充
分
に
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
隊
と
し
て
の
成
果

を
最
大
化
出
来
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
連
隊
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
上
級
部
隊
や
関
係
機
関
等
と
も
緊

密
に
連
携
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。 

 

「
基
本
・
基
礎
の
確
行
」
部
隊
に
は
全
て
の
隊
務
に
お
い
て
確
実
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
基

本
的
行
動
お
よ
び
基
礎
動
作
」
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
精
強
な
部
隊
と
は
、
そ
れ
ら
や
る
べ
き
こ
と
が
確
実

に
実
施
さ
れ
て
い
る
部
隊
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

連
隊
長
着
任
に
あ
た
り
、
以
上
の
二
点
を
要
望
し
た
小
出
連
隊
長
は
「
私
自
身
、
連
隊
精
強
化
の
た
め

に
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
る
と
と
も
に
、
諸
官
ら
一
人
一
人
の
健
闘
を
祈
念
す

る
。
」
と
着
任
の
辞
を
述
べ
た
。
連
隊
隊
員
一
同
は
新
た
な
指
揮
官
の
統
率
の
下
、
任
務
の
完
遂
を
成
し

遂
げ
る
事
を
誓
っ
た
。 
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（２） 第１０８号（令和元年１０月） 

 ７月３日(水)から７月５日(金)にかけ重

迫撃砲中隊(中隊長 山﨑１尉)は、中隊訓

練検閲を受閲した。 

 攻撃に任ずる戦闘団内の重迫撃砲中隊の

行動を主たる任務とし、車両行進、集結地

の行動を経て、状況下における夜間射撃を

含む実弾射撃を実施し、部隊の基本的行動

及び隊員の基礎動作等について受閲した重

迫撃砲中隊は、中隊長を核心とし隊員各々

の基礎動作の確行により、任務を完遂した。 

東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 

 ７月１７日(水)から７月１９日(金)に

かけ第４普通科中隊(中隊長 加藤１尉)

は、中隊訓練検閲を受閲した。 

 独立的に行動する装甲人員輸送車化中

隊の行動を主たる任務とした第４普通科

中隊は、夜間行進や集結地等で付与され

た各種状況に的確に対処し、市街地戦闘

訓練場における民間人救出では、迅速確

実な部隊行動により建物を制圧し救出す

るなど、各任務を完遂した。 

 ９月３日(火)から９月８日(日)にかけ

第１普通科中隊(中隊長 杉本１尉)は、

中隊訓練検閲を受閲した。 

 第７３戦車戦闘団に配属された装甲戦

闘車化中隊の行動を主たる任務とし、隊

容検査終了後、集結地において戦闘予行

等の訓練を重ねた第１普通科中隊は、配

属された戦闘団と密接に連携し合い、目

標地域所在の敵を撃破して任務を完遂し

た。 



                    

 
                    

 

（３） 東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 

レ ン ジ ャ ー 帰 還 行 事 

 第１１普通科連隊本部管理中隊偵察小隊（小隊

長 松浦２尉）は８月３日（土）から７日（水）

までの間、北海道大演習場島松地区第２戦車射場

で実施された偵察部隊合同訓練に参加し、偵察警

戒車射撃で第１位の成績を収めた。 

 本射撃は、一連の状況下における機関砲躍進射

撃、連装銃行進射撃を含めた射撃を３コ状況実施

して、所要時間、精度で評価・判定が行われた。  

 偵察小隊は、参加した８個部隊中、第１位とい

う優秀な成績を残し、偵察警戒車射撃の高い練度

を示した。 

 ７月２１日（日）、約２ヶ月に及ぶレンジャー養成教育の集大成である最終想定を終えた

隊員らが、出迎えに集まった各部隊の隊員や協力団体、ご家族の皆様らに見守られながら、

東千歳駐屯地に帰還した。 

 連隊からは７名の隊員が無事帰還を果たし、駐屯地ヘリポートで行なわれた帰還行事にお

いて、担任官である連隊長からレンジャーき章が授与されると、隊員らは誇らしい面持ちで

「ありがとうございます！」と力強く答え、そのき章の重みを感じていた。 

 
十
一
連
隊
銃
剣
道
訓
練
隊
は
八
月
上
旬
に
行
わ
れ
た
各
種
大

会
に
出
場
し
た
。
八
月
一
日
（
木
）
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
第
五
十
回
全
日
本
青
年
銃
剣
道
大
会
は
第
二
部
で
ベ
ス
ト
16

に
進
出
、
八
月
四
日
（
日
）
愛
知
県
豊
川
市
で
開
催
さ
れ
た
、

第
二
十
四
回
わ
か
し
ゃ
ち
国
体
記
念
事
業
青
少
年
銃
剣
道
大
会 

第
十
七
回
全
国
都
道
府
県
対
抗 

日
本
拳
法
大
会 

本管中 飴谷３曹 

本管中 工藤士長 

本管中 石井士長 １普中 鳥井士長 ３普中 新岡士長 ５普中 以頭３曹 重迫中 小林３曹 

銃
剣
道
訓
練
隊 

各
種
大
会
出
場 

で
は
第
二
部
で
ベ
ス
ト
８
に
進
出
し
た
。

上
位
入
賞
は
果
た
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、

両
大
会
に
出
場
し
た
第
四
中
隊
福
田
侑

麻
士
長
が
、
九
試
合
行
っ
た
中
で
一
敗

の
み
と
い
う
奮
闘
を
見
せ
る
等
、
明
る

い
話
題
も
提
供
し
た
。 

 

七
月
七
日
（
日
）
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
第
十
七

回
全
国
都
道
府
県
対
抗
日
本
拳
法
大
会
に
、
十
一
連
隊
拳
法
訓

練
隊
か
ら
、
第
五
中
隊
前
田
裕
斗
二
曹
と
重
迫
中
隊
森
翔
弥
三 

曹
が
出
場
し
、
北
海
道
チ
ー
ム
の
準
優
勝 

に
大
き
く
貢
献
し
た
。 

 

昨
年
も
同
大
会
に
出
場
し
、
三
位
入
賞

と
健
闘
し
た
が
、
今
年
は
順
位
を
更
に
一

つ
上
げ
、
準
優
勝
と
い
う
大
き
な
成
果
を

収
め
た
。
目
指
す
目
標
は
あ
と
ひ
と
つ
。

優
勝
旗
を
北
海
道
へ
！
頂
点
を
掴
み
取
る

為
の
戦
い
が
、
再
び
始
ま
る
。 

伊瀬３曹  河津３曹 三好２曹 

岡部３曹  水野３曹 石井２曹 

第１０８号（令和元年１０月） 
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 ８月２１日（水）千歳の夏を締

めくくる、千歳市民納涼盆踊り大

会が開催され、連隊長をはじめ、

教育隊の新隊員を含む約７０名の

隊員が千歳の街を元気よく踊り歩

き、熱演賞を受賞するなど、地域

貢献の一翼を担った。 

第１０８号（令和元年１０月） 東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 

千 歳 市 民 納 涼 盆 踊 り 大 会 

７/１５ スカイ・ビア＆ 
ＹＯＳＡＫＯＩ祭 

８/６ 駐屯地盆踊り 

９/２２ 連隊創隊記念祝賀会 ９/１５ インディアン水車 
祭り 

８/１８ キリンビア 
フェスティバル 

９/４ アンカレッジ市 
姉妹都市提携50周年式典 
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 本部管理中隊(中隊長 田原１尉)及び第２普通科
中隊(中隊長 杉原１尉)は、９月７日(土)に実施さ
れた千歳市総合防災訓練に参加した。 
 訓練は、直下型地震を想定し、市役所・警察・消
防等と密接に連携して、災害発生から探索・救助ま
での一連の活動が行われ、災害対処能力の向上が図
られた。 
 また、訓練開始前には、偵察小隊のオートバイや
７３式装甲車などの装備品展示が行われた他、被災
された住民に提供するためのご飯の炊きだしを支援
するなど、自衛隊の活動に対する理解と協力を得た。 

東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 

隊 内 生 活 体 験 

千歳市役所 
新規採用職員 

北海道ガス 
社員 

 連隊は、７月３日（水）から５日（金）の間、第２普
通科中隊（中隊長 米澤３佐(当時)）が、千歳市役所新
規採用職員に対し、７月２４日（水）から２６日（土）
の間には、重迫撃砲中隊（中隊長 山﨑１尉）が、北海
道ガス株式会社社員に対し、隊内生活体験を実施した。 
 基本教練や格闘訓練、約１５Kmの徒歩行進など、自衛
隊特有の訓練を通して、規律心や連帯意識の涵養、時間
の重要性を体得し、併せて自衛隊との関係強化を図った。 

千 歳 市 総 合 防 災 訓 練 

第１０８号（令和元年１０月） 



                    

 
                    

 

（６） 第１０８号（令和元年１０月） 東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 

各 中 隊 長  離 ・ 着 任 行 事 

 ８月の定期異動に伴い、第２普通科中隊、第３普通科中隊、第６普通科中隊
の各中隊長が離・着任し、新たな体制へと移行した。 

着任第２普通科中隊長 
１尉 杉原 和之 
北方総（札幌）から 

着任第３普通科中隊長 
３佐 橋川 貴一 
連隊本部（東千歳）から 

着任第６普通科中隊長 
１尉 野澤 誠志 
３曹教（板妻）から 

離任第２普通科中隊長 
２佐 米澤 剛 

陸幕防衛部防協課（市ヶ谷）へ 

離任第６普通科中隊長 
３佐 髙正 秀基 
７師司（東千歳）へ 

離任第３普通科中隊長 
１尉 三田 由文 
東方総（朝霞）へ 

１ 日時 
 令和元年10月28日（月）18:30～20:00 
２ 講師  
 酒楽なか義 店主(11連OB)中野 義彦氏 
３ 対象者 
 現役・退職自衛官  
４ 参加費 無料 
５ 定員 30名 

６ 場所 
 千歳市総合福祉センター402号室 
７ 主催 千歳商工会議所 
８ 申込み・問合せ先 
 千歳市産業振興部商業労働課  
  TEL 24-0598 
    FAX 22-8854 
    E-meil shogyorodo@city.chitose.lg.jp 

 自らの技術・資格を含めた豊富な経験を活かし、人生100年
時代における退職後の人生設計について考えてみませんか？ 

 連隊は、９月２２日（日）市内ホテルにお

いて、創隊６８周年記念祝賀会を行なった。 

 祝賀会は、千歳市長代理副市長 横田隆一  

様をはじめ、多数のご来賓に参加頂き、自衛 

              隊音楽まつり 

              への参加が決 

まった千歳機甲太鼓の勇壮な演奏が披露され

るなど、盛大、且つ、終始和やかな雰囲気の

中進行され、１１連隊隊員と地域の皆様との

更なる親睦が深められた。 



（７）  
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）
曹
長 

流
郷 

正
男 

 
 

 
 

 
 

富
士
学
校
（
富 

士
） 

 

（ 
同 

）
１
曹 

畔
上 

日
吉 

 
 

 
 

 
 

 

普
教
連
（
滝
ヶ
原
） 

 

（ 

同 
）
２
曹 

小
山
田 

豊 

 
 

 
 

 

１
２
０
教
大
（
真
駒
内
） 

 

（ 

同 

）
３
曹 
藤
田 

祐
規 

 
 
 
 
 
 
 

警
務
隊
（
東
千
歳
） 

 

（
６
普
中
）
２
曹 

木
村 

敬
士 

 
 

 
 

 
 

 

５
普
連
（
青 

森
） 

【 

転 

入 

】 

 

▼
幹 

部 
 

 

（
連 

本
）
１
佐 

小
出 

昌
典 

 
 

 
 

 

統
幕
監
（
市
ヶ
谷
）
か
ら 

 
 

 
 

 

 

（ 

同 

）
２
佐 

名
村 

晃
治 

 
 

 
 

富
士
学
校
（
富 

士
）
か
ら 

 

（
２
普
中
）
１
尉 

杉
原 

和
之 

 
 

 
 

 

北
方
総
（
札 

幌
）
か
ら 

 

（
５
普
中
）
２
尉 

井
下
田 

敬 

 
 
 

 
 

30
普
連
（
新
発
田
）
か
ら 

 

（
６
普
中
）
１
尉 

野
澤 

誠
誌 

 
 

 
 

 

３
曹
教
（
板 

妻
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
尉 

佐
藤 

朋
洋 

 
 
 

 

10
即
機
連
（
滝 

川
）
か
ら 

 

▼
陸 

曹 

 

（
本
管
中
）
１
曹 

福
永 

雄
二 

 
 

 
 

 

７
師
付
（
東
千
歳
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

加
藤 

剛
太 

 
 

 
 

 

機
教
連
（
駒 

門
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

伊
尾 

圭
祐 

 
 
 

 
 

32
普
連
（
大 

宮
）
か
ら 

 

（
１
普
中
）
曹
長 

市
川 

英
一 

 
 
 

 

10
即
機
連
（
滝 

川
）
か
ら 

東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 
 

（
２
普
中
）
曹
長 

二
之
形 

智 

 
 

 
 

 

１
曹
教
（
東
千
歳
）
か
ら 

 

（
３
普
中
）
３
曹 

佐
野 

優
太 

 
 

 
 

 

１
普
連
（
練 

馬
）
か
ら 

 

（
４
普
中
）
１
曹 

佐
藤 

勇
二 

 
 
 

 
 

20
普
連
（
神 

町
）
か
ら 

 

（
５
普
中
）
２
曹 

瀬
川 

宏
昭 

 
 
 

 
 

25
普
連
（
遠 

軽
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

須
田
林
太
郎 

 
 

 
 

 

１
普
連
（
練 

馬
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

吉
田 

智
博 

 
 
 
 
 

22
即
機
連
（
多
賀
城
）
か
ら 

 

（
６
普
中
）
３
曹 

伊
倉 

翔
平 

 
 
 

 
 

30
普
連
（
新
発
田
）
か
ら 

 

（
重
迫
中
）
１
曹 

小
野
寺
吉
則 

 
 

 
 

 

７
師
付
（
東
千
歳
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
２
曹 

岩
谷 

和
樹 

 

 
 

 
 

 

１
空
団
（
習
志
野
）
か
ら 

 
（ 

同 

）
３
曹 

西
俣 

賢 

 
 

 
 

 

８
師
付
（
北
熊
本
）
か
ら 

【
部
内
移
動
】 

 

▼
幹 
部 

 

（
連 

本
）
３
佐 

橋
川 

貴
一 

 
 

 
 

 
 

３
普
中
（
中
隊
長
）
へ 

 

（
４
普
中
）
１
尉 

小
林 

健
人 

 
 

 

連 

本
（
運
用
訓
練
幹
部
）
へ 

 

（ 

同 

）
２
尉 

菊
地 

慶
太 

 
 

 
 

本
管
中
（
通
信
小
隊
長
）
へ 

 

（ 

同 

）
２
尉 

中
田 

昌
秀 

 
 

 
 

 

連 

本
（
情
報
幹
部
）
へ 

 

（
６
普
中
）
２
尉 

若
菜 

正
義 

 
 

 
 

 
 

４
普
中
（
小
隊
長
）
へ 

 

▼
陸 

曹 

 

（
本
管
中
）
曹
長 

波 
 

昌
浩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

重
迫
中
へ 

 

（ 

同 

）
１
曹 

千
田 

雄
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

４
普
中
へ 

 

（
２
普
中
）
曹
長 

遠
藤 

達
也 

 
 

 
 

 
 

 

本
管
中
（
１
科
）
へ 

 

（
５
普
中
）
３
曹 

藤
本 

航
介 

 
 

 
 

 
 

 

本
管
中
（
１
科
）
へ 

永年の勤務 
お疲れ様でした 

新天地でのご活躍を 
期待しています 

定 年 退 官 者 紹 介     

３尉 吉田 剛 
（令和元年７月１０日付） 

３尉 宮﨑 清一 
（令和元年７月２７日付） 

曹長 奥 卓哉 
（令和元年９月１３日付） 

曹長 石井慎一 
（令和元年９月１４日付） 

定 

期 

表 

彰 

令

和

元

年 

７ 

月

31

日

付 

《
師
団
長
表
彰
》 

【
３
級
賞
詞
】 

 

（
連 

本
）
２
佐 

竹
内 

敬
佳 

 

（
３
普
中
）
１
尉 

三
田 

由
文 

【
４
級
賞
詞
】 

 

（
３
普
中
）
３
尉 

八
反
田
裕
樹 

 

【
隊
員
自
主
募
集 

３
級
賞
詞
】 

 

（
２
普
中
）
士
長 

小
林 

優
太 

《
連
隊
長
表
彰
》 

【
４
級
賞
詞
】 

 

（
連 

本
）
１
尉 

尾
形 

孝
信 

 

（ 

同 

）
２
尉 

鈴
木 

寿
純 

 

（
本
管
中
）
２
尉 

渡
部 

誠 

 

（
本
管
中
）
曹
長 

波 
 

昌
浩 

 

（ 

同 

）
曹
長 

河
野 

隆
紀 

 

（ 

同 

）
曹
長 

木
村 

伸
一 

 

（ 

同 

）
１
曹 

浅
野 

克
彦 

 

（ 

同 

）
１
曹 

野
村 

芳
一 

 
（
１
普
中
）
３
曹 

渡
部 

敏
道 

 

（
２
普
中
）
２
佐 

米
澤 

剛 

 

（ 

同 
）
曹
長 

遠
藤 

達
也 

 

（ 

同 

）
２
曹 

三
橋 

永
遠 

 

（
３
普
中
）
２
曹 
高
橋 

一
平 

 

（ 

同 

）
３
曹 
小
池 

拓
也 

 

（
４
普
中
）
１
曹 

南
江 
圭
一 

 

（ 

同 

）
２
曹 

小
鹿 

聡 

 

（
５
普
中
）
１
曹 

竹
中 

正
昭 

 

（ 

同 

）
２
曹 

佐
藤 

貴
規 

 

（
６
普
中
）
３
佐 

髙
正 

秀
基 

 

（ 

同 

）
３
曹 

岡
﨑 

正
人 

 

（
重
迫
中
）
曹
長 

馬
場 

正
人 

 

（
６
普
中
）
３
曹 

岡
﨑 

正
人 

 
 
 
 
 
 
 

本
管
中
（
１
科
）
へ 

 

（
重
迫
中
）
曹
長 

馬
場 

正
人 

 
 
 
 
 
 
 

本
管
中
（
１
科
）
へ 

【
５
級
賞
詞
】 

 

（
連 

本
）
１
尉 

戸
澤 

剛 

 

（
本
管
中
）
曹
長 

日
野 

修 

 

（ 

同 

）
曹
長 

小
出 

恵
一 

 

（ 

同 

）
１
曹 

沼
田 

剛 

 

（ 

同 

）
１
曹 

桑
本 

盛
雄 

 

（ 

同 

）
１
曹 

福
島 

敏
一 

 

（ 

同 

）
２
曹 

根
岸 

孝
吉 

 

（ 

同 

）
３
曹 

挽
野 

浩
介 

 

（
３
普
中
）
２
曹 

米
谷 

貴
博 

 

（
５
普
中
）
１
尉 

柴
里 

拓
也 

 

（
重
迫
中
）
２
尉 

中
島 

俊
一 

 

【
隊
員
自
主
募
集 

４
級
賞
詞
】 

 

（
６
普
中
）
士
長 

後
藤 

哲
哉 

【
隊
員
自
主
募
集 

５
級
賞
詞
】 

 

（
１
普
中
）
１
士 

重
松 

頼
阿 

 

（
３
普
中
）
士
長 

金
光 

孝
太 

 

（
４
普
中
）
２
曹 

加
藤
慎
一
郎 

 

（ 

同 

）
士
長 

今
野 

優
斗 

 

（ 

同 

）
士
長 

福
田 

啓
介 

 

（
５
普
中
）
士
長 

平
塚 

慶
次 

 

（
６
普
中
）
士
長 

柏
谷 

龍 

 

（ 

同 

）
士
長 

藤
原 

清
哉 

 

（
重
迫
中
）
曹
長 

松
山 

敦
志 

 

（ 

同 

）
士
長 

呉
羽 

優 

【
褒
章
】 

 
（
１
普
中
）
３
曹 

末
永 

雅
人 

 

（
３
普
中
）
２
曹 

高
橋 

一
平 

 

（
６
普
中
）
３
曹 

土
谷 

一
郎 

 

（
重
迫
中
）
３
曹 

紺
野 

茂
樹 

第１０８号（令和元年１０月） 



人
生
に
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人 

 

長
い
人
生
の
中
で
、
「
こ
の
人
と
出
会
え
て
い
な
か
っ
た
ら
」
と
思
え
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
「
こ
の
人
が
い

な
け
れ
ば
、
全
く
違
っ
た
人
生
を
歩
ん
で
い
た
。
」
そ
の
人
と
出
会
え
て
い
な
け
れ
ば
今
の
自
分
で
は
無
く
、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
今
こ
の
世
に
存
在
し
て
い
た
か
も
分
か
ら
な
い
ほ
ど
そ
の
時
の
自
分
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
人 

 

皆
さ
ん
は
、
そ
の
よ
う
な
人
は
存
在
し
て
い
た
で
し
ょ
う
か
？
過
去
の
記
憶
を
辿
り
、
出
会
っ
た
人
へ
の
思

い
を
馳
せ
る
と
、
実
際
に
は
こ
れ
ま
で
出
会
っ
て
き
た
人
全
て
が
自
分
の
人
生
を
左
右
し
て
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
影
響
を
与
え
ら
れ
た
人
も
少
な
か
ら
ず
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

私
事
で
す
が
、
先
月
、
十
一
普
連
Ｏ
Ｂ
の
大
先
輩
「
Ｗ
氏
」
が
闘
病
の
末
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
、
部
隊
配
属
時
の
班
長
で
も
あ
り
、
無
く
な
る
直
前
ま
で
「
班
長
！
」
と
呼
ば
せ
て
頂
い
た
方
で
し
た
。
昭

和
四
十
九
年
、
当
時
最
後
の
陸
曹
候
補
生
試
験
面
接
の
前
夜
、
そ
れ
ま
で
幾
多
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
も
「
三

任
期
満
了
退
職
」
を
頑
な
に
決
め
て
い
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
班
長
の
一
言
「
明
日
の
面
接
は
、
陸
曹

に
な
る
気
は
あ
る
か
？
と
聞
か
れ
る
か
ら<

は
い>

と
だ
け
答
え
ろ
！
」
と
い
わ
れ
、
さ
ら
に
「
信
念
が
あ
れ
ば

陸
曹
に
な
っ
て
か
ら
で
も
辞
め
ら
れ
る
ん
だ
」
の
言
葉
に
一
晩
中
考
え
て
も
答
え
が
出
ず
に
い
ま
し
た
が
、
当

日
聞
か
れ
思
わ
ず
「
は
い
！
」
と
答
え
て
し
ま
っ
た
事
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
当
然
の
事
な
が
ら
、
そ
の

後
定
年
を
迎
え
、
今
に
至
っ
て
い
る
自
分
に
と
っ
て
「
班
長
」
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
、
又
、
信
頼
関
係
が

無
か
っ
た
ら
当
然
今
の
自
分
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。 

「
成
長
の
陰
に
人
が
い
る
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま
す
。 

 

部
隊
の
指
揮
官
、
そ
し
て
上
司
・
同
僚
そ
の
全
て
が
自
分
に
影
響
を
も
た
ら
し 

て
く
れ
て
い
る
。
故
に
「
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
」
事
が
成
長
に
不
可
欠
で
あ 

り
、
そ
の
積
み
重
ね
が
「
精
強
無
比
」
に 

繋
が
る
の
で
は
と
思
い
「
班
長
」
の
追
悼 

を
兼
ね
て
、
私
事
な
が
ら
紹
介
さ
せ
て
頂 

き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
99
相
談
員 

後
藤
幸
夫 

（８） 

                    

 

～
担
当
者
の
独
り
言
～ 

 
  

子
供
の
頃
は
皆
、
親
に
多
く
の
我
儘
を

言
い
、
親
に
見
守
ら
れ
て
育
っ
て
き
た
筈

で
す
。
自
ら
が
親
に
な
っ
た
時
、
大
人
に

な
っ
た
時
、
守
る
べ
き
は
子
供
だ
と
い
う

こ
と
は
分
か
り
き
っ
て
い
る
事
だ
と
思
い

ま
す
。
昨
今
の
、
親
や
同
居
人
に
よ
る
悲

し
い
事
件
で
犠
牲
に
な
っ
た
子
供
の
、
笑

顔
の
写
真
を
見
る
度
に
切
な
さ
と
虚
し
さ

が
込
み
上
げ
ま
す
。 

担
当
者 

山
川 

１１普連ホームページ 
ＱＲコード 

パソコン・スマホで 
１１連隊の事が分かる！ 

第１１普通科連隊ホームページ へ 
アクセス！ 

※逐次更新中！！ 

第１０８号（令和元年１０月） 東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 

 ９月２２日（日）向陽台つばさ公園において、普友会・１１
連合同パークゴルフ大会が開催されました。 
 普友会会員と１１連隊隊員、総勢６５名が参加し、秋晴れの
穏やかな気候の中、プレー毎に一喜一憂しながら、楽しいひと
時を過ごしました。 
 今年は玉ねぎやキャベツの参加賞の他に、双方の参加者全員
に賞品が贈られ、閉会式まで大いに盛り上がりをみせました。 
 来年もより多くの隊員が参加して、互いの親睦を深め、充実
した有意義な大会にしましょう。 

普友会・１１連合同パークゴルフ大会開催 ！ 

第１１普通科連隊ホームページ 

検 索 

  普友会 １１連 

優勝 渡部 繫明 95 国井 良行 110 

第２位 小松 忠志 97 波 昌浩 126 

第３位 野崎 裕孝 99 濱井 善秀 127 


